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　12月11日㈭、子どもたちにひと足早く正月
気分を味わってもらおうと、登別子育て支援
センターで『お餅つき体験』が行われました。
　参加した約30組の親子は、子ども用のきね
で「よいしょ、よいしょ」と声を合わせなが
ら、笑顔で餅つきを楽しんでいました。

お正月が待ち遠しい
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　新年あけましておめでとうございます。
　年頭にあたり登別市議会を代表し、市民の
皆さまに謹んでご挨拶を申し上げます。
　市民の皆さまにおかれましては、希望にあ
ふれた新年をお迎えのことと、心よりお慶び
申し上げます。
　日ごろから議会活動に対し特段のご理解と
ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、登別市議会では、市民の皆さまから
のさまざまなご意見を拝聴し、議員間での考
え方の違いなどを話し合った結果として、次
期改選期からの議員定数を 2名削減すること
といたしました。
　また、議会改革の継続と議会基本条例のさ
らなる実効性の確保に向けて、議会からの政
策提案の充実や、議会基本条例の理解・遵守
がなされていたのかについての自己評価など
にも取り組んでいくこととしたところでござ
います。
　今後におきましても、市民の皆さまからの
ご意見などを十分お聞きして活発な議論を重
ね、市議会の改革・活性化に取り組みながら、
市民と協働する議会を目指し、全力を尽くし
てまいります。
　結びに、市民の皆さまにとりまして、本年
もご健勝で明るく、幸せにみちあふれた実り
多き年となりますことを心からご祈念申し上
げ、新年のごあいさつといたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、輝かしい
希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　昨年は、市民と行政による協働のまちづく
りの取り組みとして、住みよいまちを目指す
ため、平成28年度から平成37年度までの10年
間に必要な市の施策を示す『登別市総合計画
第 3期基本計画』の策定に向け、公募や各種
団体から推薦された市民41人で構成する市民
検討委員会と、さまざまな部局の市職員65人
で構成する庁内検討委員会が始動しました。
　市民検討委員会は、市民と市職員が対等の
立場で、本音でまちへの思いを語り合いなが
ら、市民にも登別市の将来を主体的にお考え
いただくことを目的に設置し、皆さまには 6
つの部会を中心に、連日、時間をかけて熱心
に市職員などとの意見交換を重ねていただい
ており、平成27年度中の第 3期基本計画の完
成に向け、これからも熱い議論が続きます。
　本年も、子どもからお年寄りまで、市民の
皆さまが将来にわたり生きがいを持ち、安心
して住み続けることができる魅力あるまちを
築いていくため、決意を新たにして市政の推
進に努めてまいります。
　本年が皆さまにとって、幸多き年であるこ
とを祈念し、新年のごあいさつとさせていた
だきます。

登別市議会議長 登別市長

天神林 美彦

新年のごあいさつ

小笠原 春一
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特集
2015年の私へ　～とどけこの思い～
　新年あけましておめでとうございます。

　市内では多くの方がまちづくりのためや目標を達成するためにさま
ざまな活動を行っています。今号では2014年に活躍した方の中から数
人にお話をお聞きし、その思いを紹介します。2015年が実り多い年と
なるよう、１年の目標を立ててみてはいかがでしょうか。

8月　登別地獄まつり

5月　田植え

8月　夏休み工作教室（万華鏡）

10月　新入学児童健康診断

9月　登別漁港まつり

9月　消防・救急フェスティバル
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キ
ウ
シ
ト
湿
原
は
、
自
然
の
環
境

が
ま
ち
中
に
残
っ
て
い
る
、
他
に
は

な
い
特
殊
な
場
所
で
、
学
術
的
に
も

と
て
も
貴
重
で
す
。
『
キ
ウ
シ
ト
湿

原
・
登
別
』
は
、
こ
の
環
境
を
守
る

た
め
、
湿
原
の
保
全
・
再
生
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
方
で
も
キ
ウ
シ
ト
湿
原
に

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
方
が
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
季
節
ご
と
に
異
な
る

生
き
物
や
景
観
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

　

小
学
生
の
と
き
、
交
流
事
業
で
デ

ン
マ
ー
ク
の
方
が
学
校
に
来
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同

じ
時
期
、
好
き
な
国
を
調
べ
る
授
業

で
北
欧
に
つ
い
て
調
べ
、
家
の
本
を

見
て
い
た
と
き
、
建
築
物
に
目
を
引

か
れ
、
実
際
に
自
分
で
見
て
み
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
、
家
の
間
取
り
図
な
ど
を
自

分
で
描
い
て
い
た
の
で
、
将
来
は
建

築
家
に
な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
中
学
生
派
遣
交
流
団
と
し

て
デ
ン
マ
ー
ク
に
行
く
に
当
た
り
、

研
修
テ
ー
マ
を
『
デ
ン
マ
ー
ク
の
建

築
に
つ
い
て
』
に
し
ま
し
た
。
首
都

の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
ビ
ル
が
な
く
、

建
物
と
道
路
の
石
畳
は
洗
練
さ
れ
た

雰
囲
気
。
家
の
寿
命
は
100
年
以
上
と

長
く
、
そ
の
建
築
方
法
に
驚
き
ま
し

た
。
厳
し
い
西
風
が
吹
く
の
で
、
そ

の
気
候
に
対
応
し
た
、
日
本
で
は
見

る
こ
と
が
少
な
い
木
の
窓
枠
や
断
熱

き
た
い
で
す
。
そ
の
中
で
一
緒
に
保

全
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

こ
と
し
の
5
月
に
は
、
キ
ウ
シ
ト

湿
原
の
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
頻
繁
に
観
察
会
な
ど

を
開
催
し
、
市
民
と
一
緒
に
環
境
保

全
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
な

ど
、
市
民
の
憩
い
の
場
・
学
習
や
教

育
の
場
と
し
て
の
湿
原
の
活
用
に
重

点
を
置
い
て
活
動
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
の
暮
ら
し
を
体
験

し
た
こ
と
で
、
日
本
と
は
異
な
る
文

化
や
現
地
の
友
人
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
た
ち
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

デ
ン
マ
ー
ク
が
も
っ
と
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
空
間
を

使
い
や
す
く
し
、
化
学
物
質
を
使
わ

ず
、
そ
の
土
地
の
気
候
を
生
か
し
た

家
づ
く
り
が
で
き
る
建
築
家
に
な
り

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
人
が
暮
ら
し
や
す
い
家

の
構
造
を
勉
強
し
て
、
建
築
家
の
夢

に
一
歩
近
づ
い
て
い
き
た
い
で
す
。

ことしも若々しい気持ちで
富士町　山

やま

田
だ

満
ま

智
ち

子
こ

さん

～寄せられたお便り～
『2015年の私へ』というテーマで
応募のあったお便りを紹介します

　75歳となった現在、私が心か
ら楽しんでいることが、『かろ
やか体操』です。私は二度も圧
迫骨折をしてリハビリをしてい
ましたので、これはいい機会だ
と思い、老人福祉センターで行
われているかろやか教室に参加
しました。
　教室を卒業後は仲間とグルー
プを組み、月に 2回、老人福祉
センターに集まり、和気あいあ
いとラジオ体操やリズム体操、
コーラスやゲームをして、あっ
という間に時が過ぎます。
　自宅でも毎日１時間ほど、か
ろやか体操をアレンジした自己
流の体操をしているおかげで、
体が軽くなり疲れを感じなくな
りました。夕食後は、ノートに
名言やことわざなどを書き、日
記を書いて過ごしています。
　ことしも、体操などを元気に
長く続け、若々しい気持ちで暮
らしていきたいと思います。

堀
ほり

本
もと

　宏
ひろし

さん

早
はや

坂
さか

　咲
えみ

さん

特定非営利活動法人
キウシト湿原・登別　理事長

登別中学校２年生

登別さけ・ますふ化場の場長を
務める傍ら、『キウシト湿原・
登別』の理事長として、自然保
護活動に取り組む。

昨年 8月、『平成26年度登別市
デンマーク友好都市中学生派遣
交流団』の１人として、デン
マーク王国ファボー・ミッド
フュン市を訪問。現地の建築を
研修テーマにした。

▲ 湿原について市民に説明する同
会会員

▲ デンマークでの生活を支えてくれ
たホストファミリーとともに（早
坂さん・写真左）

暮らしやすい空間を提案できる建築家になりたい

湿原を市民の憩いの場・
学習や教育の場に
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平
成
26
年
3
月
か
ら
、
市
民
検
討

委
員
会
都
市
調
和
部
会
長
と
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
の
市
の
施
策
を
示

す
『
総
合
計
画
第
3
期
基
本
計
画
』

の
策
定
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

部
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
町
内

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
見
識

の
あ
る
市
民
か
ら
な
る
部
会
員
が
、

お
互
い
の
意
見
を
尊
重
し
合
い
な
が

ら
、
都
市
計
画
な
ど
に
つ
い
て
活
発

に
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。
私
は
部

会
長
と
し
て
、
自
分
の
意
見
も
述
べ

つ
つ
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も

り
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
多
く

お
聞
き
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　

部
会
員
は
市
職
員
と
同
じ
資
料
を

用
い
て
基
本
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き

内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、

市
民
と
行
政
と
の
対
等
な
立
場
で
の

議
論
や
部
会
員
の
多
彩
な
ア
イ
デ
ア

に
よ
っ
て
、
多
く
の
課
題
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
策
を
実
施
す

す
る
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。

大
会
前
に
は
家
族
や
同
級
生
か
ら
の

応
援
を
受
け
、
遠
征
先
な
ど
で
も
多

く
の
方
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

練
習
量
は
誰
に
も
負
け
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
勝
て
る
自
信
は
あ
り
ま

し
た
が
、
優
勝
し
た
と
き
に
は
、
気

持
ち
が
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
使
わ

な
か
っ
た
投
げ
技
を
強
化
し
、
高
校

の
大
会
で
も
上
位
を
狙
い
ま
す
。
夢

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
一
生
、
柔
道
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

4
歳
の
と
き
に
柔
道
を
始
め
、
平

成
26
年
、
中
学
校
生
活
最
後
の
大
会

で
4
度
目
の
全
国
優
勝
を
飾
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

柔
道
を
始
め
た
頃
は
厳
し
い
練
習

が
い
や
で
し
た
が
、
小
学
2
年
生
の

と
き
に
全
国
優
勝
し
て
か
ら
は
、
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
常
に
挑
戦
し

続
け
ら
れ
る
こ
と
が
楽
し
く
、
柔
道

に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

　

ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
、
柔
道
を
や
め

た
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

道
場
の
先
生
か
ら
「
こ
こ
で
柔
道
を

や
め
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
事
を
乗
り

切
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
他
の
事

を
し
て
も
中
途
半
端
に
な
る
。
ひ
と

つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
大

切
だ
」
と
の
励
ま
し
を
受
け
た
お
か

げ
で
、
今
ま
で
柔
道
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
全
国
大
会
出
場
に
当
た
っ

て
は
、
高
校
生
と
一
緒
に
練
習
す
る

な
ど
し
て
準
備
を
し
、
絶
対
に
優
勝

る
に
当
た
っ
て
困
難
と
思
わ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
も
市
民
と
市
職
員
が
と

も
に
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

部
会
で
の
議
論
は
、
私
自
身
に

と
っ
て
も
良
い
勉
強
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
、
よ
り
広
い
視
野
で
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
と
し
は
部
会
で
の

議
論
を
工
学
院
の
学
生
た
ち
に
も
伝

え
、
人
口
減
少
や
子
ど
も
の
貧
困
対

策
な
ど
多
様
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
す
る
か
、
自
ら
考
え
行
動
で
き

る
学
生
を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
おさ

部
べ

　正
まさ

之
ゆき

さん

中
なか

里
さと

　勇
ゆう

斗
と

さん

登別市総合計画第３期基本計画
市民検討委員会都市調和部会長

鷲別中学校３年生

日本工学院北海道専門学校の教
員を務める傍ら、登別市総合計
画第 3期基本計画市民検討委員
会都市調和部会長としてまちづ
くりへ積極的に関わる。

平成11年、室蘭市生まれ。
現在、鷲別中学校の 3年生。登
別誠有館有櫛道場で柔道の練習
に励み、昨年 8月に行われた第
45回全国中学校柔道大会の個人
戦で全国優勝を収める。

▲ 第１回市民検討委員会都市調和部
会

▲道場での練習

夢はオリンピックで
優勝すること

自ら考えることのできる学生を育てたい
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登別市

白石市

海老名市

登別市

トライアングル
交流

平成26年
『姉妹都市
締結への決
意書』署名

昭和58年
姉妹都市
提携

平成6年
姉妹都市
提携

白石市 海老名市

交
流
を
深
め
よ
う
と
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

交
流
宣
言
書
』
に
調
印
し
、
『
家
族
、
姉

妹
、
兄
弟
、
友
達
』
の
よ
う
な
関
係
を
築

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
や
相
互

支
援
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　

姉
妹
都
市
提
携
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交

流
を
き
っ
か
け
に
、
登
別
市
の
幌
別
地
区

手
づ
く
り
祭
り
、
海
老
名
市
の
市
民
ま
つ

り
、
白
石
市
の
農
業
祭
な
ど
、
各
市
で
物

産
展
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
登
別
市
は
、
『
登
別

ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
を
中
心
に
販
売
。
毎

年
、
登
別
市
の
物
産
品
を
買
う
こ
と
を
楽

し
み
に
会
場
に
足
を
運
ぶ
方
も
多
く
、
各

市
の
市
民
と
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

時
に
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
、

『
危
機
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。
平
成
24

年
11
月
に
登
別
市
で
発
生
し
た
大
規
模
停

電
で
は
、
白
石
市
と
海
老
名
市
か
ら
多
く

の
食
料
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
の
支
援

物
資
が
届
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
4
月
に
登
別
市
、
白
石
市
、

海
老
名
市
の
3
市
で
、
大
規
模
災
害
発
生

　

平
成
23
年
4
月
に
は
、
登
別
市
、
白
石

市
、
海
老
名
市
の
3
市
の
更
な
る
発
展
と

　

平
成
22
年
4
月
、
海
老
名
市
か
ら
登
別

市
へ
消
防
車
5
台
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
お

礼
と
し
て
同
年
10
月
に
、
登
別
市
か
ら
ポ

ニ
ー
2
頭
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
　

歴
史
的
ゆ
か
り
か
ら
始
ま
っ
た
縁

　
　
　
　

―
白
石
市
と
の
つ
な
が
り
―

　

旧
仙
台
藩
白
石
城
主
片
倉
家
が
登
別
開

拓
の
礎
を
築
い
た
歴
史
的
ゆ
か
り
を
き
っ

か
け
に
、
昭
和
58
年
10
月
、
登
別
市
と
白

石
市
は
姉
妹
都
市
提
携
の
盟
約
を
締
結
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
な
ど
の
分
野
で
交
流
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　
　

白
石
市
が
つ
な
い
だ
縁

　
　
　
　

―
海
老
名
市
と
の
交
流
―

　

平
成
20
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
白
石
市

農
業
祭
で
、
海
老
名
市
と
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ぶ
白
石
市
の
市
長
の
仲
介
の
も
と
、

登
別
市
長
と
海
老
名
市
長
の
懇
談
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

交
流
の
始
ま
り

災
害
時
の
相
互
支
援

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
へ

広
が
る
交
流

北海道・宮城・神奈川をつなぐ。
 
－３市のいままでとこれから－

広
が
る
交
流　

羽
ば
た
く
未
来

登
別
市
・
白
石
市
・
海
老
名
市

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流

▲ 海老名市から寄贈
された消防車

▲ トライアングル交流の構成

▲ 登別市から贈呈した
ポニー。海老名市で
は子どもたちの人気
者です
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白
石
市
と
の
交
流
は
32
年
、
海
老
名
市

と
の
交
流
は
6
年
、
そ
し
て
3
市
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
交
流
か
ら
間
も
な
く
4
年
が

経
ち
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
っ
て
姉
妹
都
市
交
流
を
行

う
白
石
市
と
の
関
係
は
、
揺
る
ぎ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
白
石
市

を
通
じ
て
生
ま
れ
た
、
海
老
名
市
と
の
き

ず
な
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
固
な
も
の
に

す
る
た
め
『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都

市
締
結
へ
の
決
意
書
』
を
交
わ
し
、
両
市

の
意
思
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

観
光
や
経
済
、
教
育
、
小
・
中
学
生
を

中
心
と
す
る
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

に
と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
な
ど
、
互
い
に
支
援
が
必
要
な
と
き
に

助
け
合
う
関
係
は
、
今
後
の
登
別
市
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
間

の
積
極
的
な
交
流
が
展
開
さ
れ
、
き
ず
な

は
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
、
異
な
る
地
域
特
性
と

魅
力
を
持
つ
3
市
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に

深
め
、
互
い
の
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

『
海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹
都
市
提
携

20
周
年
記
念
式
典
』
の
後
に
行
わ
れ
た
祝

賀
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
登
別
市
・
海
老

名
市
の
交
流
を
踏
ま
え
、
白
石
市
長
立
ち

会
い
の
も
と
、
両
市
長
が
『
登
別
市
・
海

老
名
市
姉
妹
都
市
締
結
へ
の
決
意
書
』
に

署
名
を
行
い
ま
し
た
。

の
関
係
者
な
ど
総
勢
47
人
が
、
昨
年
11
月

に
行
わ
れ
た
『
海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹

都
市
提
携
20
周
年
記
念
式
典
』
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
今
後
も
海
老
名
市
・

白
石
市
の
両
市
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
300
人
の
出
席
者
を
前
に
約

束
さ
れ
ま
し
た
。

月
に
白
石
市
の
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式

典
で
、
姉
妹
都
市
提
携
の
盟
約
を
締
結
し
、

昨
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

登
別
市
は
、
こ
の
2
市
の
記
念
す
べ
き

20
周
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
登
別
市
姉

妹
都
市
等
都
市
間
交
流
協
会
会
長
を
団
長

と
し
、
登
別
市
連
合
町
内
会
会
長
と
登
別

市
文
化
協
会
会
長
を
副
団
長
と
す
る
市
民

訪
問
団
と
、
市
長
、
市
議
会
議
長
の
ほ
か
、

登
別
観
光
協
会
、
登
別
室
蘭
青
年
会
議
所

　

海
老
名
市
と
白
石
市
は
、
平
成
6
年
10

　

さ
ら
に
、
3
市
の
つ
な
が
り
は
小
学
生

の
『
絵
画
作
品
交
流
展
』
、
中
学
生
の

『
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
を
語
る
交
流
事
業
』
、

『
少
年
野
球
交
流
大
会
』
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
交
流
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
海
老
名
市
の
市

民
訪
問
団
が
毎
年
登
別
市
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
ま
で
4
回
の
訪
問
で
、
約
１

千
200
人
が
登
別
温
泉
や
カ
ル
ル
ス
温
泉
に

宿
泊
。
同
訪
問
団
は
、
札
内
町
の
『
交
流

の
森
』
で
今
後
も
交
流
が
続
く
こ
と
を
願

い
、
記
念
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
26
年
に
か
け
て
は
、
登

別
市
連
合
町
内
会
と
登
別
市
文
化
協
会
が

海
老
名
市
の
各
関
係
団
体
と
の
交
流
を
開

始
し
、
互
い
の
組
織
の
課
題
や
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

海
老
名
市
・
白
石
市
姉
妹
都
市

提
携
20
周
年
の
お
祝
い
の
席
へ

『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都
市

締
結
へ
の
決
意
書
』
に
署
名

3
市
の
こ
れ
か
ら

―
広
が
る
交
流
・
羽
ば
た
く
未
来
―

問
い
合
わ
せ

　

総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
１
３
０
）

▲ 海老名市・白石市姉妹都市提携20周年記念式典

▲決意書を披露する両市長

　海老名市とは、登別市連合
町内会や登別市文化協会など、
各団体の交流をはじめ、子ど
ものスポーツ・文化交流も積
極的に行われるようになり、
教育にとっても良い機会と
なっています。
　交流で生まれる、互いの歴
史やまちづくりについて学ぶ
機会を通し、より親密な市民
同士のお付き合いにつながっ
ていくと思います。市民の交
流を通して、きずなを深めて
いきたいですね。

日
ひ

野
の

 安
やす

信
のぶ

さん

登別市姉妹都市等都市間交流協会会長

両市の交流を市民で
盛り上げていきたい
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11
月
22
日
㈯
、
総
合
体
育
館
で
『
登
別
市
児
童

館
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、

約
170
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
交
流
会
は
、
市
内
の
児
童
館
や
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
し
て
い
る
児
童
が
一
堂
に
会
し
、
綱
引
き

や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
し
て
他
地
域
の
児
童
と
交

流
を
深
め
る
も
の
で
す
。

　

綱
引
き
で
は
、
6
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
児
童
が

そ
れ
ぞ
れ
一
丸
と
な
っ
て
必
死
に
綱
を
引
き
、
勝

っ
た
チ
ー
ム
の
児
童
が
飛
び
跳
ね
な
が
ら
喜
ぶ
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

登
別
市
児
童
館
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

他
地
域
の
児
童
と
交
流

▲綱引きに勝利し、喜び合う子どもたち

　

11
月
22
日
㈯
、
プ
ロ
野
球
・
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
平
成
25
年

か
ら
行
っ
て
い
る
、
毎
年
18
市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
2
人
の
選
手
を
応
援
大
使
に

１
年
間
任
命
し
、
10
年
か
け
て
道
内
全
て
の
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
企

画
『
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
北
海
道
179
市
町
村
応
援
大
使
』
の
こ
と

し
の
対
象
市
町
村
に
登
別
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　

登
別
市
の
応
援
大
使
に
は
、
中な

か

島し
ま

卓た
く

也や

選
手
と
岡お

か

大ひ
ろ

海み

選
手
が
決
定
し
、
平

成
27
年
の
１
年
間
、
両
選
手
に
は
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

12
月
19
日
㈮
に
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
担
当
者
が
市
を
訪

れ
、
応
援
大
使
の
等
身
大
パ
ネ
ル
や
ポ
ス
タ
ー
、
直
筆
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　 

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　 
北
海
道
179
市
町
村
応
援
大
使
2
0
1
5
に

　 
登
別
市
が
選
ば
れ
ま
し
た

　

11
月
26
日
㈬
、
市
長
応
接
室
で
『
市
長
室
フ
リ

ー
タ
イ
ム
』
（
市
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合
え
る
機
会
を
広

げ
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
同
事
業
に
、
今
回
は
3

人
が
参
加
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

市
の
女
性
施
策
を
テ
ー
マ
に
挙
げ
た
参
加
者
は
、

「
女
性
が
社
会
進
出
す
る
に
当
た
っ
て
の
リ
ー
ダ

ー
が
ま
だ
育
っ
て
お
ら
ず
、
女
性
の
意
識
改
革
は

絶
対
に
必
要
」
と
、
女
性
の
学
び
の
環
境
を
整
え

る
こ
と
の
重
要
さ
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

率
直
に
意
見
を
交
換
11
 26
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▲市長と意見を交わす参加者

※プロフィールの番号は、①背番号、②生年月日、③年齢、④身長、
　⑤体重、⑥出身、⑦投打、⑧ポジション、⑨経歴を表しています。

8 東　奔　西　走

2015年度登別市応援大使
中島　卓也選手

2015年度登別市応援大使
岡　大海選手

①　９
②　1991年1月11日
③　23歳
④　176㌢㍍
⑤　70㌔㌘
⑥　福岡県
⑦　右投げ/左打ち
⑧　内野手
⑨　福岡工業高校卒
　　ドラフト５位・
　　2009年～

①　31
②　1991年7月15日
③　23歳
④　185㌢㍍
⑤　83㌔㌘
⑥　岡山県
⑦　右投げ/右打ち
⑧　内野手
⑨　明治大学卒
　　ドラフト３位・
　　2014年～



▲１年間たまったすすが落とされるエンマ大王からくり山車

11/
29･30

　

11
月
27
日
㈭
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
『
ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
運
動
遊
び
を
通
し
て
親
子
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

2
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
32

組
が
『
か
け
っ
こ
』
や
『
玉
入
れ
』
、
『
パ
ン
食
い
競

争
』
な
ど
6
種
目
の
競
技
に
参
加
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
カ

ー
に
乗
っ
て
、
親
子
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
リ
レ
ー
『
ア

ン
パ
ン
マ
ン
で
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
』
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
先
頭
を
切
っ
て
一
生
懸
命

走
る
姿
に
、
会
場
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
の
2
日
間
、
郷
土
資
料
館
で

『
年
越
し
は
手
打
ち
そ
ば
で
教
室
』
（
市
主
催
）
を
開

催
し
、
2
日
間
で
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』

の
メ
ン
バ
ー
が
、
丁
寧
に
そ
ば
の
打
ち
方
を
教
え
て
く

れ
る
た
め
、
毎
年
人
気
の
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
手
本
を
見
た
後
、
実
際
に
そ
ば
打
ち
を
し
た

参
加
者
は
『
こ
ね
る
作
業
が
難
し
い
』
、
『
包
丁
で
細

く
き
れ
い
に
そ
ば
が
切
れ
な
い
』
な
ど
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
出
来
上
が
っ
た
そ
ば
を
手
に
、
「
大
変
で
し
た
が
、

ま
た
や
っ
て
み
た
い
で
す
。
家
に
帰
っ
て
ゆ
で
る
の
が

楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

年
越
し
は
手
打
ち
そ
ば
で
教
室

ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

年
末
は
手
打
ち
そ
ば
で

決
ま
り

一
生
懸
命
走
っ
た
み
ん
な
の

頑
張
り
に
金
メ
ダ
ル

▲講師の手本を真剣な表情で見る参加者

▲『パン食い競争』で目当てのパンを取る子どもたち

11
 27

　

12
月
18
日
㈭
、
登
別
温
泉
極
楽
通
り
に
あ
る
閻
魔
堂

で
、
エ
ン
マ
大
王
か
ら
く
り
山
車
の
す
す
払
い
（
極
楽

通
り
商
店
街
振
興
組
合
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
地
獄
の
審
判
を
下
し
て
い
る
エ
ン
マ
大
王
か
ら

く
り
山
車
は
、
第
30
回
登
別
地
獄
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

平
成
5
年
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
は
座
っ
た
状

態
で
約
5
㍍
。
す
す
払
い
に
は
、
は
し
ご
や
長
い
柄
の

付
い
た
ほ
う
き
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

す
す
払
い
に
参
加
し
た
極
楽
通
り
の
商
店
主
の
皆
さ

ん
は
、
「
感
謝
の
気
持
ち
と
、
来
年
も
お
客
さ
ん
を
呼

ん
で
く
れ
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
す
す
を
落
と
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

エ
ン
マ
大
王
か
ら
く
り
山
車
の
す
す
払
い

エ
ン
マ
様
も
す
が
す
が
し
い

気
分
で
年
越
し
を

12
 18

9 東　奔　西　走

スマートフォンで
動画を再生できます
１．GooglePlay・AppStore
　　から無料アプリ『junaio』
　　をダウン
　　ロード
２．必ずこのＱＲコード
　　をスキャン

３．この左の写真に
　　スマートフォンをかざす



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

伝言の録音方法 伝言の再生方法

171に
ダイヤル

171に
ダイヤル

ガイダンスが
流れます

ガイダンスが
流れます

録音の場合
1

再生の場合
2

固定電話の
番号を入力

伝言を録音
⬇

伝言を再生
⬇

固定電話の
番号を入力

利用方法 知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
24
回

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
、
被
災
地
の

方
の
安
否
情
報
を
伝
え
る
声
の
伝
言
板
で

す
（
平
時
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）
。

　

加
入
電
話
、
公
衆
電
話
、
災
害
時
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
が
避
難
所
な
ど
に
設
置
す
る
特
設
公

衆
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

※ 

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
契
約
し
て
い
る
通
信

事
業
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

『
1
7
1
』
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
利
用
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
伝
言
の
録
音
・
再
生

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
規
模
災
害
な
ど
の
発
生
時
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
被
災
地
の
方
の

安
否
情
報
を
文
字
で
確
認
す
る
伝
言
板
で

す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
て
、
利
用
方
法
を
事
前
に
覚
え
る
た
め

に
体
験
利
用
が
で
き
ま
す
。

●
体
験
利
用
可
能
日

• 

毎
月
１
日
・
15
日
、
１
月
１
日
〜
3
日
、

１
月
15
日
9
時
〜
21
日
17
時
、
8
月
30

日
9
時
〜
9
月
5
日
17
時

※ 

体
験
利
用
時
の
伝
言
の
録
音
・
再
生
時

の
通
話
料
は
有
料
で
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
費
用
な
ど
の
通
信
料

が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
『
１
７
１
』

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
『
１
７
１
』

〜
災
害
時
の
安
否
情
報
を
伝
え
る
声
の
伝
言
板
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
〜

〜
災
害
時
の
安
否
情
報
を
伝
え
る
声
の
伝
言
板
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
〜

布に親しむ会
　

『
布
に
親
し
む
会
』
は
、
布
で
か

ば
ん
や
洋
服
、
飾
り
な
ど
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
に
発
足
し
、

今
年
で
6
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
は
54
人
。
毎
月
第
１・

第
3
金
曜
日
は
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

第
2
・
第
4
火
曜
日
は
若
草
つ
ど
い

セ
ン
タ
ー
で
、
10
時
か
ら
16
時
ま
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
活
動
を
始
め
た
と
き
、
メ
ン

バ
ー
は
4
人
ほ
ど
で
し
た
が
、
そ
の

活
動
の
様
子
を
見
た
方
が
参
加
し
、

そ
の
方
が
ま
た
人
を
呼
び
、
気
が
付

け
ば
54
人
に
ま
で
増
え
て
い
ま
し
た
」

と
ほ
ほ
笑
む
の
は
、
代
表
の
尾お

野の

美み

津つ

子こ

さ
ん
。

　

「
皆
さ
ん
好
奇
心
が
旺
盛
で
、

『
こ
う
し
て
み
た
ら
ど
う
か
な
』
と
、

作
品
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ
う
と

一
生
懸
命
で
す
。
た
ん
す
に
眠
っ
て

い
る
着
物
や
帯
、
服
な
ど
を
、
か
ば

ん
や
新
し
い
服
に
リ
メ
ー
ク
す
る
こ

と
で
、
も
う
一
度
生
地
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
デ
ザ

イ
ン
も
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
、
尾
野
さ
ん
は
活
動
の
魅

力
を
話
し
ま
す
。

　

同
会
の
展
示
会
で
作
品
を
見
て

「
自
分
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
思
い
、

2
年
前
に
入
会
し
た
三み

和わ

睦む
つ

子こ

さ
ん

は
、
「
同
じ
形
の
作
品
を
数
人
が

作
っ
て
も
、
生
地
や
作
る
人
に
よ
っ

て
出
来
上
が
り
の
雰
囲
気
が
全
く
違

う
点
が
面
白
い
で
す
。
活
気
が
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
で
作
品
を

作
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
の
活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
尾
野
さ
ん
（
☎
85
0
2
7
7
）

ま
で
。

▲ アドバイスをもらい、作品を仕上げるメン
バー

自分で作る、世界でたっ
た１つだけの作品は特別
です

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
『
１
７
１
』
と
は

伝
言
の
利
用
方
法

災
害
用
伝
言
板
『
ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ
１
７
１
』

『
１
７
１
』
、
『
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
』
を

体
験
し
て
み
よ
う

問
い
合
わ
せ

　

総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
１
１
３
０
）

10 知って備える防災メモ・仲間たち



▲ 毎月のように意見を交わした市民会議

　

「
議
論
は
、
在
来
種
の
保
全
や
外
来

種
の
問
題
な
ど
、
私
た
ち
も
勉
強
し
な

が
ら
、
論
点
の
抽
出
に
時
間
を
掛
け
ま

し
た
。
市
職
員
も
会
議
の
進
め
方
を
私

た
ち
に
任
せ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
自

由
な
意
見
交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

提
言
書
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

緑
や
良
好
な
景
観
を
残
し
、
市
民
が
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を

込
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
制
定
さ
れ
る

条
例
が
、
登
別
市
が
よ
り
誇
れ
る
ま
ち

に
発
展
す
る
た
め
の
一
翼
を
担
う
も
の

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
す
成
田
光
男
さ
ん
。

　

市
民
会
議
は
、
委
員
一
人
一
人
の
声

や
思
い
を
共
有
し
、
議
論
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
重
点
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
市
民
会
議
の
会
長
に
選
ば
れ
た
も

の
の
、
法
律
や
条
例
に
詳
し
い
は
ず
も

な
く
、
ど
う
議
論
を
進
め
て
い
け
ば
よ

い
の
か
、
当
初
は
手
探
り
で
会
議
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
私
た
ち
の
役
割
は
何
か
と
考
え
、

知
識
が
な
く
て
も
、
市
民
の
緑
や
景
観

へ
の
思
い
を
条
例
に
盛
り
込
む
た
め
、

市
民
の
目
線
で
意
見
交
換
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。
条
例
を
き
っ
か
け
に
、

登
別
市
は
き
れ
い
で
い
い
と
こ
ろ
だ
ね

と
、
市
外
の
方
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に

　

提
言
書
に
込
め
た
思
い
を
実
現
す
る

た
め
、
市
民
の
景
観
や
緑
へ
の
意
識
が

何
よ
り
大
切
と
話
す
成
田
さ
ん
。

　

「
条
例
が
制
定
さ
れ
た
か
ら
、
ま
ち

の
景
観
が
よ
く
な
っ
た
り
、
緑
化
が
進

ん
だ
り
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が
景

観
や
緑
を
自
ら
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
思

い
が
共
有
さ
れ
る
と
、
ま
ち
は
必
ず
よ

く
な
り
ま
す
。
市
民
が
意
識
し
、
緑
を

守
り
つ
く
っ
て
い
け
ば
、
緑
あ
ふ
れ
る

素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
」
と
、
力
を
込
め
る
成
田
さ
ん
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
を
目
指
す
市
民
の
意

識
と
行
動
で
、
ま
ち
の
さ
ら
な
る
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
緑
や
景
観

へ
の
思
い
を
条
例
に

市
民
の
思
い
で
緑
あ
ふ
れ
る

素
晴
ら
し
い
ま
ち
に

成
なり

田
た

光
みつ

男
お

さん（登別東町）
　昨年 7月、『（仮称）登別市景観・緑
化条例検討市民会議』から、同条例の策
定に向けた提言書が市に提出されました。
　市民会議は、景観・緑化、まちづくり、
環境保全、教育などの各種団体からの推
薦者や公募の市民により平成23年 7 月に
発足。約 3年間にわたり、22人の委員が
27回に及ぶ熱い議論を経て、市民・事業
者・市が協働で、良好な景観と豊かな緑
を守り育て、将来に引き継いでいくこと
を目的とした、『登別市景観とみどりの
条例（案）』をまとめました。
　市民会議会長の成田光男さんに、条例
案に込めた思いなどを聞きました。

市民が景観や緑を自
ら守っていこうとい
う思いが何より大切

昭和36年、登別市生まれ。53歳。
北海道室蘭商業高等学校を卒業後、家業の酒店を継ぐ。登別
まちづくり促進期成会などで、まちづくり活動に積極的に参
加するほか、登別商店会の会長や鬼なびステーション登別の
運営にも携わる。

言
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
、
成
田
さ
ん
は
議
論

を
振
り
返
り
ま
す
。

11 きらり



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1

5
5
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

85
1
7
7
1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
85
5
7
2
0
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）

め
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
平
成
28
年

3
月
ま
で
の
各
月
の
雇
用
障
害
者
数

な
ど
を
把
握
・
確
認
す
る
な
ど
、
申

告
・
納
付
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

北
海
道
高
齢
・
障
害

者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
011

－

200

－

6
6
8
5
）

る
方
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
票
の
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
調
査

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
3
0
）

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
、
常
時
雇
用

し
て
い
る
労
働
者
数
が
100
人
を
超
え
、

200
人
以
下
の
中
小
企
業
事
業
主
の
方

も
納
付
金
の
申
告
が
必
要
と
な
る
た

　

市
・
道
民
税
（
第
4
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
8
期
）
、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
7
期
）
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
第
7
期
）
の
納
期
限
は
2
月
2
日

㈪
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

　

平
成
27
年
2
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
5
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い

　

１
月
１
日
㈭
か
ら
『
ビ
デ
オ
（
Ｖ

Ｈ
Ｓ
）
テ
ー
プ
』
、
『
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
』
の
分
別
が
『
燃
や
せ
な
い

ご
み
』
に
変
わ
り
ま
す
。
『
燃
や
せ

な
い
ご
み
袋
』
（
青
色
）
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

『
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
』
の

対
象
事
業
主
が
拡
大
さ
れ
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

ご
み
の
分
別
が
変
わ
り
ま
す

　市民プール行きの往復バス料金
と入館料を合わせた『市民プール
バスパック』を販売しています。
▶バスの利用区間
千代の台線
•上鷲別入口～市民プール前
郊外線
•鷲別～クリンクルセンター前
•汐見坂～クリンクルセンター前
• 登別温泉ターミナル～クリンクルセン
ター前
▶ パック券販売所　市民プール、鷲別公
民館、市役所内母子会売店、市民会館、
道南バス若山営業所、道南バス登別温
泉ターミナル、川西燃料店

※ 鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別方
面は汐見坂、登別温泉方面は登別温泉
ターミナルを起点とします。
※ パック券の利用は、市内からの乗車に
限ります。バスを乗り継ぐ場合は、利
用できません。
問い合わせ　社会教育グループ
 （☎88１１２９）

▶パック料金 （単位：円）

区　分 乗車区間
運賃＋入館料

通常料金 パック料金
一　般

鷲別方面、　
登別方面～　
市民プール、
クリンクルセ
ンター前　　

1,120 900

65歳以上 920 700

高校生 820 600

中学生 720 500

小学生 420 300

一　般

登別温泉方面
～市民プール、
クリンクルセ
ンター前　　

1,420 1,000

65歳以上 1,220 800

高校生 1,120 700

中学生 1,020 600

小学生 560 350

市民プールバスパック
をご利用ください

12 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド



間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

る
方

登 

録
方
法　

郵
送
さ
れ
た
申
請
書
を

１
月
10
日
㈯
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送

※ 

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
と
き
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

 

（
☎
85
9
1
9
0
）

（
事
業
用
の
資
産
）
も
固
定
資
産
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
償
却
資
産

を
お
持
ち
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

※ 

市
は
12
月
中
旬
に
申
告
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
や
不
明
点
が
あ
る

場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
5
5
）

設 

置
場
所　

北
海
道
中
小
企
業
課
内
、

胆
振
総
合
振
興
局
商
工
労
働
観
光

課
内

日
時　

開
庁
日
の
9
時
〜
17
時
30
分

受 

付
内
容　

中
小
企
業
者
等
の
経
営

に
関
す
る
相
談
、
中
小
企
業
者
等

の
金
融
に
関
す
る
相
談
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

胆
振
総
合
振
興
局
商

工
労
働
観
光
課
（
☎
㉔
9
5
9
0
）

　

平
成
27
年
度
の
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
申
告
期
限
は
、
2
月
2

日
㈪
で
す
。

　

土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、
償
却
資
産

　

中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
北
海
道
庁
と
各
総
合
振
興

局
に
相
談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対 

象　

１
月
１
日
現
在
、
登
別
市
に

住
所
が
あ
り
、
3
月
31
日
現
在
20

歳
以
上
の
方
で
、
次
の
①
か
ら
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

面
積
30
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
む
方

② 

①
の
方
と
同
居
し
て
い
る
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

③ 

面
積
30
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の

業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
ま
た
は
社
員
で
、
原
則
、
年

　

室
蘭
工
業
大
学
で
学
ぶ
中
国
・
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
の
留
学
生
、

温オ
ン

都ド
ゥ

日リ

格ガ

さ
ん
、
李リ

コ
ウ

さ
ん
、

ノ
ー諾
敏ミ

ン

さ
ん
が
、
出
身
地
の
紹
介
や
日
本
で

の
暮
ら
し
、
学
生
生
活
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

１
月
20
日
㈫
18
時
〜

場
所　

市
民
会
館

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 
し
込
み　

１
月
16
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

日 

時　

１
月
13
日
㈫
15
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所　

ト
ラ
イ
ア
ル
登
別
栄
町
店

問 

い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

（
し
ん
た
21
内
・
☎
85
0
1
0
0
）

１
月
は
償
却
資
産
（
固
定
資

産
税
）
の
申
告
月
で
す

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
対
策
経
営
・
金
融

特
別
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

国
際
理
解
講
座
を
開
講
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平成平成２６２６年度 交通安全標語入賞作品年度 交通安全標語入賞作品
　登別市老人クラブ連合会は、高齢者の交通安
全への関心を高め、自己啓発を図るため、交通
安全標語を作成しています。

登別市長賞
•運転は　ゆずる余裕と　待つ余裕
 （鷲六会・佐

さ

々
さ

木
き

　稔
みのる

）
•飲酒運転　事故を起せば　皆不幸
 （鷲楽会・江

え

川
がわ

　光
みつ

子
こ

）
•止めようね　わき見携帯　飛ばしすぎ
 （平寿会・玉

たま

田
だ

　二
ふ

士
じ

男
お

）
•危いぞ　スマホ見るより　前を見れ
 （鷲楽会・葛

か

西
さい

　知
とも

久
ひさ

）
登別市交通安全協会長賞

•軽く飲む　その一杯が　重犯罪
 （鷲楽会・城

じょう

地
ち

　正
まさ

隆
たか

）
•事故のもと　夜の無灯火　自転車で
 （緑寿会・細

ほそ

野
の

　クニヱ）
•夕暮れは　光るライトと　目立つ服
 （永楽会・髙

たか

野
の

　真
しん

一
いち

）
登別市老人クラブ連合会長賞

•反射板　つけて安心　夜の道
 （新寿会・髙

たか

橋
はし

　義
よし

昌
まさ

）
•自転車も　乗ればドライバー　気をつけて
 （鷲老会・中

なか

野
の

　ヒサ子
こ

）
•お父さん　事故なく帰る　待つ家族
 （富士の白雪会・横

よこ

澤
ざわ

　彦
ひこ

弘
ひろ

）
▶問い合わせ　市民サービスグループ
 （☎85２１３９）
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問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を貼って出してください。

（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集２
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話のかけ間違いに十分注意してください。

（
交
付
を
受
け
て
い
る
方
）
、
写

真
１
枚
（
正
面
上
半
身
無
帽
、
縦

4
×
横
3
㌢
㍍
、
直
近
3
カ
月
以

内
に
撮
影
）

問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
1
8
5
5
）

●

永
住
者

切
り
替
え
期
限

• 

平
成
24
年
7
月
9
日
に
16
歳
以
上

で
あ
っ
た
方
…
平
成
27
年
7
月
8

日
ま
で

• 
平
成
24
年
7
月
9
日
に
16
歳
未
満

で
あ
っ
た
方
で
、
16
歳
の
誕
生
日

が
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で
の
方

…
16
歳
の
誕
生
日
ま
で

• 

平
成
24
年
7
月
9
日
に
16
歳
未
満

で
あ
っ
た
方
で
、
16
歳
の
誕
生
日

が
平
成
27
年
7
月
9
日
以
降
の
方

…
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で

場 

所　

札
幌
入
国
管
理
局
、
同
出
張

所
問 

い
合
わ
せ　

札
幌
入
国
管
理
局
千

歳
苫
小
牧
出
張
所
苫
小
牧
分
室

（
☎
0
1
4
4
32
9
0
1
2
）

提 

出
方
法　

契
約
・
管
財
グ
ル
ー
プ

に
持
参
ま
た
は
郵
送

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
2
月
18
日
㈬
必

着
。

※ 
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
種
別
・
提
出
書
類

●
建
設
工
事
・
設
計
・
測
量
な
ど

• 

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（ （
一
社
）
北
海
道

土
木
協
会
発
行
の
市
町
村
統
一
様

式
）

※ 

登
別
建
設
協
会
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

• 

誓
約
書
（
市
指
定
様
式
）

• 

法
定
保
険
加
入
状
況
一
覧
表
（
市

指
定
様
式
）

• 

社
員
名
簿
（
市
指
定
様
式
）

●
物
品
購
入
・
小
規
模
修
繕
な
ど

• 

物
品
購
入
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
契
約
・
管
財
グ

ル
ー
プ
備
え
付
け
の
市
指
定
様
式
）

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

小
規
模
修
繕
は
、
建
設
業
の
許
可

を
受
け
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
建
設
工
事
の
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
事
業
者
も
申
請
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

契
約
・
管
財
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
8
4
）

期 

間　

2
月
2
日
㈪
〜
20
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

9
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時　

　

平
成
24
年
に
新
た
な
在
留
管
理
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
外

国
人
登
録
証
は
特
別
永
住
者
証
明
書

ま
た
は
在
留
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●

特
別
永
住
者
（
市
内
居
住
の
方
）

切
り
替
え
期
限

• 

平
成
24
年
7
月
9
日
に
16
歳
以
上

で
あ
り
、
次
回
確
認
（
切
替
）
期

間
が
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で
の

方
…
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で

• 

平
成
24
年
7
月
9
日
に
16
歳
以
上

で
あ
り
、
次

回
確
認
（
切

替
）
期
間
が

平
成
27
年
7

月
9
日
以
降

の
方
…
次
回

確
認
（
切
替
）

期
間
の
始
期

と
な
る
誕
生

日
ま
で

• 

平
成
24
年
7
月
9
日
に
16
歳
未
満

で
あ
っ
た
方
…
16
歳
の
誕
生
日
ま

で
場 

所　

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
番
窓
口
）

持 

ち
物　

外
国
人
登
録
証
（
み
な
し

特
別
永
住
者
証
明
書
）
、
旅
券

平
成
27
・
28
年
度
の
建
設
工
事
・

物
品
購
入
等
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

外
国
人
登
録
証
の
切
り
替
え

地　区 収集期間 申込期間

富士町 2月 2日㈪～
2月 7日㈯　

１月19日㈪～
１月30日㈮　

柏木町 2月 9日㈪～
2月14日㈯　

１月26日㈪～
2月 6日㈮　

常盤町 2月16日㈪～
2月21日㈯　

2月 2日㈪～
2月13日㈮　

桜木町 2月23日㈪～
2月28日㈯　

2月 9日㈪～
2月20日㈮　

▲特別永住者証明書
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取
得
届
、
印
鑑

※ 

年
金
手
帳
と
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
資
格
取
得
届
が
年
金
事
務

所
か
ら
届
い
て
い
る
場
合
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※ 

学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
『
学
生
納

付
特
例
』
や
『
若
年
者
納
付
猶
予
』

な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入

手
続
き
と
併
せ
て
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
7
）

　

『
登
別
市
暴
力
団
の
排
除
の
推
進

に
関
す
る
条
例
（
案
）
』
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
9
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

意
見
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
7
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所

１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
、
市

民
会
館
、
市
立
図
書
館
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
に
閲
覧
フ
ァ
イ
ル
を
備
え
つ
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
9
）

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
所
の
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方

が
加
入
し
、
お
互
い
を
支
え
合
う
制

度
で
す
。

　

老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
は
な
く
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
の
備
え
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
20

歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
種
類

① 

第
１
号
被
保
険
者　

学
生
、
自
営

業
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
第
2
号
、

第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い

方
② 

第
2
号
被
保
険
者　

会
社
員
、
公

務
員
な
ど
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者

③ 

第
3
号
被
保
険
者　

第
2
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加 

入
手
続
き　

①
の
方
は
年
金
・
長

寿
医
療
グ
ル
ー
プ
や
各
支
所
、
③

の
方
は
第
2
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
を
通
し
て
加
入
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

②
の
方
は
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

手
続
き
に
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

個
別
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

手 

続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
資
格

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

の
実
施
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
『
国
民
年
金
』

確定申告のお知らせ
室蘭税務署登別市

　『平成26年分の確定申告』の受け付け期間は次
のとおりです。
▶確定申告について
•所得税及び復興特別所得税
　期間　 2月16日㈪～ 3月16日㈪
　※還付申告は１月 5日㈪から受け付け。
•個人事業者の方の消費税及び地方消費税
　期間　 3月31日㈫まで
•贈与税
　期間　 2月 2日㈪～ 3月16日㈪
▶法定調書の提出について
　平成26年分の『給与所得の源泉徴収票等の法定
調書』および『給与所得の源泉徴収票等の法定調
書合計表』の提出は所管税務署長へ、『給与支払
報告書（個人別明細書・総括表）』および『退職
所得の特別徴収票』などの提出は受給者の住所地
の市町村長へそれぞれ区分して提出してください。
　また、法定調書はｅ
－Ｔａｘや光ディスク
などで税務署に提出す
ることができます。
提出期限　 2月 2日㈪
▶問い合わせ
法定調書関係は室蘭
税務署（管理運営部
門・☎㉒ 4 1 5 1 ）、給与支払報告書関係は税
務グループ（☎85 1 1 5 5 ）

　『平成26年分の所得税・復興特別所得税還付申
告』と『平成27年度市・道民税申告』の受け付け
期間は次のとおりです。
▶受付場所・月日

※ 所得税の納税が必要な方の確定申告の受け付け
期間は、 2月16日㈪から 3月16日㈪までです。
※ 申告により所得税の還付金が生じる方、市・道
民税の申告をする方は、 1月 6日㈫から申告を
することができます。書類がそろい次第、早め
にご申告ください。
※ 確定申告書は、国税庁ホームページの『確定申
告書等作成コーナー』で簡単に作成することが
でき、郵送または電子申告（ｅ－Ｔ

タ ッ ク ス

ａｘ）で提
出できます。
▶受付時間　 9時～11時30分、13時～16時30分
▶ 持ち物　前年の収入や各種控除に関する書類、
申告者名義の預金口座がわかるもの、印鑑など
▶ 問い合わせ　税務グループ（☎85 1 1 5 5 ）、
室蘭税務署（☎㉒ 4 1 5 1 ）

▲給与支払報告書

場　所 月　日 

市役所
税務グループ
（ 1階 6番窓口）

1月 6日㈫～20日㈫
（土・日曜日、祝日を除く）
2月22日㈰・ 3月 1日㈰

第 1会議室
（ 3階）

1月21日㈬～ 3月16日㈪
（土・日曜日、祝日を除く）

婦人センター 2月23日㈪・24日㈫
登別温泉ふれあいセンター 2月27日㈮
鷲別公民館 3月 2日㈪～ 4日㈬
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募　

集

日 

時　

１
月
16
日
㈮
18
時
30
分
〜
20

時
30
分

※
毎
月
第
3
金
曜
日
開
催
。

場 

所　

室
蘭
市
障
害
者
福
祉
総
合
セ

■
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

　

医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

　

１
年
間
（
8
月
〜
翌
年
7
月
）
に

支
払
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が

限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超

え
た
額
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
市
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
す
る
方
は
、
年
金
・

長
寿
医
療
グ
ル
ー
プ
に
お
申
し
出
く

　

高
校
・
短
大
・
大
学
・
専
修
学
校

な
ど
へ
の
入
学
や
在
学
中
の
費
用
を

発
達
障
害
者
当
事
者
会　

『
ユ
ル
ス
コ
ト
カ
ラ
』
茶
話
会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ

か
が
0
円
の
場
合
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※ 

支
給
額
が
500
円
以
下
の
場
合
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
医
療
費
通
知
の
送
付　

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
発
行
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
、
医
療
費
を
半
年
ご
と
に
ま
と
め

た
医
療
費
通
知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
発
行
は
3
月
末
（
平
成
26
年

7
月
〜
12
月
診
療
分
）
に
行
い
ま
す
。

　

新
た
に
発
行
を
希
望
す
る
方
は
、

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

ま
た
は
年
金
・
長
寿
医
療
グ
ル
ー
プ

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
電
話
で
の
ご

連
絡
だ
け
で
手
続
き
で
き
ま
す
）
。

※ 

す
で
に
『
発
行
希
望
』
の
ご
連
絡

を
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
再
度

の
ご
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

こ
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

こ
の
通
知
を
確
定
申
告
な
ど
の
医

療
費
控
除
の
領
収
書
の
代
わ
り
と

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
011

－

290

－

5

6
0
1
）
、
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ 

（
☎
85
2
1
3
7
）

支
援
す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

• 

融
資
限
度
額　

学
生
・
生
徒
１
人

に
つ
き
350
万
円
以
内

• 

利
率　

年
2
・
25
㌫
（
平
成
26
年

11
月
10
日
現
在
）

※ 

融
資
対
象
の
学
校
と
利
用
で
き
る

世
帯
の
収
入
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

日
本
政
策
金
融
公
庫

『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
0
5
7
0

－

0
0
8

6
5
6
）

募集職種　技術（土木）、保健師
試 験区分　大学卒業程度、短大卒業程度、高校卒業程度
応募要件　昭和54年 4 月 2 日以降生まれの方
※ 保健師は保健師助産師看護師法による保健師免許を有してい
る方、または平成26年度中に保健師免許取得見込みの方。
※ 市は、『障害者の雇用の促進等に関する法律』の趣旨を踏ま
え、障がい者の雇用の促進に努めています。受験できる方は、
活字印刷文による出題に対応できる方で、介助者なしで職務
の遂行が可能な方とします。
◎試験日時・場所・内容
• 第１次試験　 2月１日㈰ 9時30分・市役所（教養、専門（土
木のみ）、作文、適性検査） 
• 第 2 次試験　 3月上旬予定（面接、健康診断書審査など）
※日時と場所は、第１次試験の合格者に別途通知します。
※ 最終の合格者は、平成27年 4 月１日付け採用の予定です。
◎申し込み方法　
人事・行政管理グループと各支所に備え付け、または市ホー
ムページ掲載の受験申込書に必要事項を記入し、１月16日㈮
までに人事・行政管理グループに持参または郵送（当日消印
有効、〒059－8701　中央町 6丁目11）

◎受験申込書の受け付け
• 持参の場合　 9時～17時30分（平日のみ）
• 郵送の場合　392円分の切手を貼った返信用封筒（長形 3 号）
を必ず同封してください
◎ 資料請求　試験実施要綱を郵送で請求する場合は、140円分
の切手を貼った返信用封筒（角形 2号）を必ず同封してくだ
さい 
※詳しくは、試験実施要綱をご確認ください。
問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85 1 1 3 2 ）

平成27年度採用
登別市職員（土木、保健師）を募集します

ン
タ
ー
（
ぴ
あ
216
）

対
象　

発
達
障
が
い
の
あ
る
方

内 

容　

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
当
事
者
同
士
で
話
し
合
い
ま
す
。

申 

し
込
み　

１
月
15
日
㈭
ま
で
に
阿

部
さ
ん
（
☎
050

－

5
8
9
1

－

2

1
0
5
）

負担割合 区　　　分 自己負担額の
合計の基準額

３割 現役並み所得者 67万円

１割
一般 56万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ 31万円
区分Ⅰ 19万円

※区分Ⅱ：世帯全員が住民税非課税である方
※ 区分Ⅰ：世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得
が 0円（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以
下）、または老齢福祉年金を受給している方
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド



至 幌別→

登別室蘭
インター
チェンジ

総合体育館

登別
青嶺高校

若山浄化
センター

←至 室蘭
移設

移設 移設

総合体育館前

新バス経路

新バス経路

若山町１丁目

道道上登別室蘭線沿い『若山町１丁目』
⇒平成26年 3 月31日に開通した道道上登別室蘭
線沿いの㈱田中ガラス前（幌別方面）と㈱マル
長遠藤工業所登別営業所前（室蘭方面）に移設

『総合体育館前』（室蘭方面）
⇒信号機より幌別側に移設

※ いずれの停留所も、停留所名・到着時刻な
どに変更はありません。

※ 都市間高速バス（札幌行き）の経路変更は
ありません。

※ 運行ルートは、道央自動車道登別室蘭イン
ターチェンジと若山浄化センターとの間の
市道若山18号線を通ります。

問い合わせ　市民サービスグループ（☎85２１３９）

1月15日㈭始発から、道南バス停留所が一部変更となります

概 

要
・
目
的　

平
成
27
年
4
月
か
ら

の
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
開
始
に
当
た
り
、
子
育
て
支

援
の
質
・
量
を
高
め
、
安
心
し
て

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
で
計
画

を
定
め
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、

教
育
・
保
育
お
よ
び
地
域
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
の
提
供
の
確
保
、

そ
れ
に
関
連
す
る
業
務
の
円
滑
な

実
施
に
関
し
定
め
る
と
と
も
に
、

平
成
26
年
度
に
終
了
年
度
を
迎
え

る
登
別
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
つ
い
て
も
、
子
育
て
支
援

事
業
を
中
心
と
し
た
成
果
を
引
き

継
い
で
い
ま
す

募 

集
期
間　

１
月
6
日
㈫
〜
2
月
5

日
㈭

資 

料
の
閲
覧　

本
案
の
全
文
は
、
市

役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
、
各
支

所
、
市
民
会
館
、
市
立
図
書
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
グ

ル
ー
プ
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意 

見
の
例　

『
○
○
事
業
は
、
△
△

登
別
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
制
度
に

基
づ
き
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す

の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
市
民
が
利

用
し
や
す
く
な
る
』
な
ど

意 

見
の
提
出
方
法　

各
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
の
専
用
用
紙
か
任
意
の

用
紙
に
①
案
件
名
②
住
所
③
氏
名

④
電
話
番
号
⑤
意
見
を
記
入
し
、

各
閲
覧
場
所
備
え
付
け
の
『
意
見

箱
』
に
投
函
す
る
か
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
子
育

て
グ
ル
ー
プ
に
提
出

※ 
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

意 

見
に
対
す
る
回
答　

寄
せ
ら
れ
た

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
資
料
の
閲
覧
実
施
場
所
に
閲

覧
フ
ァ
イ
ル
を
備
え
付
け
ま
す

※ 

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
に
対
し
て

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
は
公
表
し
ま
せ

ん
。

問 

い
合
わ
せ　

子
育
て
Ｇ
（
〒
059

－

8
7
0
1 

中
央
町
6
丁
目
11
・

☎
85
5
6
3
4
・
思
85
1
1
0
8
・

Ｅ
メ
ー
ル
：child@

city.no
boribetsu.lg.jp

）
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こ
れ
か
ら
何
か
を
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
方
に
、
団
体
や
指
導
者
の
情

報
を
紹
介
す
る
『
生
涯
学
習
人
材
バ

ン
ク
』
へ
登
録
し
ま
せ
ん
か
。
市
役

所
、
市
民
会
館
、
鷲
別
公
民
館
、
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
セ
ン
タ
ー

で
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
2
9
）

　

市
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度

ま
で
、
亀
田
記
念
公
園
の
管
理
棟
内

食
堂
や
売
店
で
、
飲
食
店
な
ど
を
営

業
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
、
１
月
7
日
㈬
か
ら

2
月
10
日
㈫
ま
で
都
市
計
画
・
公
園

グ
ル
ー
プ
で
配
布
し
ま
す
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）

　

ま
た
、
説
明
会
を
１
月
19
日
㈪
に

亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
で
行
い
ま
す
。

申 

し
込
み
方
法　

１
月
9
日
㈮
か
ら

2
月
10
日
㈫
ま
で
に
必
要
書
類
を

都
市
計
画
・
公
園
グ
ル
ー
プ
に
提

出
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
・
公
園
Ｇ

 

（
☎
85
4
1
1
5
）

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
『
新

規
登
録
の
募
集
』

亀
田
記
念
公
園
内
で
の
営
業

者
を
募
集
し
ま
す

道営住宅入居者募集道営住宅入居者募集
●募集住宅（各 1戸）

問い合わせ　〒050-0074　室蘭市中島町 2丁目27－11インプレス中島１階
　　　　　　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎83７２４０）

団地名 棟 広さ・階数 面積 築年度 住宅分類
登別東町団地 A棟 （ 3ＬＤＫ・ 3階） 77.6㎡ 平成 6年 一般世帯向け（単身不可）

桜木団地 ４号棟 （ 3ＬＤＫ・ 1階） 78.1㎡ 平成 8年 一般世帯向け（単身不可）

であえーるはまなす団地 A棟 （ 2 Ｄ Ｋ・ 2階） 48.7㎡ 平成20年 単身者向け

【申し込み要件】
一般世帯者向け住宅　次の全ての要件に該当する方
• 世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内で、それを証明できる方
• 入居者および同居者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3年法律第77号）第
2条第 6号に規定する暴力団員でない方

• 同居者がいる方
単身向け住宅　次の全ての要件に該当する方
• 世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内で、それを証明できる方
• 入居者および同居者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3年法律第77号）第
2条第 6号に規定する暴力団員でない方

• 同居者がいない単身の方

※持ち家のある方・公営住宅や社宅などにお住まいの方は申し込みをすることはできません。
ただし、持ち家を処分してそれを証明できる方、公営住宅にお住まいで遠距離通勤や長期通院をして
いる方、社宅の退去が決まっておりそれを証明できる方は申し込みをすることができます。
※ 募集案内の設置場所については、問い合わせください。

●受付期間　 1月13日㈫・14日㈬　 9時30分～16時30分
●受付場所　市民会館
●抽選会日時・場所　 1月21日㈬10時～・室蘭市中小企業センター　※抽選会は公開で行います。

受
付
期
間　

１
月
20
日
㈫
ま
で

対 

象　

求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る
方

※
訓
練
期
間
１
年
ま
た
は
2
年
。

問
い
合
わ
せ　

同
校

 

（
☎
0
1
2
5
52
2
7
7
4
）

　

ス
キ
ー
場
で
の
け
が
人
や
急
病
人

を
救
助
し
、
医
師
や
救
急
隊
員
に
引

き
継
ぐ
ま
で
の
応
急
手
当
て
の
知
識

と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
専
門
の

指
導
員
に
よ
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

日 

時　

１
月
18
日
㈰
・
24
日
㈯
・
25

日
㈰
9
時
〜
17
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

対 

象　

認
定
証
発
効
日
か
ら
2
年
以

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
平
成
27
年
度
入
校
生
追
加
募
集

雪
上
安
全
法
養
成
講
習
Ⅱ
開
催

上
、
3
年
以
内
の
雪
上
安
全
法
救

助
員
Ⅰ
の
資
格
を
有
す
る
方

内 

容　

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
、
救
助
・

応
急
手
当
て
に
つ
い
て

定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

300
円
（
教
材
費
）

申 

し
込
み　

１
月
14
日
㈬
ま
で
に
日

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1

1
）

18 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド



困った!
ときには まず相談

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 2 月21日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：奈

な

良
ら

泰
しん

哉
や

さん
定員： 6人（申し込み順）

2月13日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

1 月24日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

1月23日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

1 月15日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

1月 8日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜
納税相談窓口

1 月29日㈭・30日㈮
…17時30分～20時
1 月31日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

※ １月 4日㈰まで
休みます。

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目）

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

1 月16日㈮・30日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

19 困った！ときにはまず相談



い
き
い
き

す
く
す
く

いい

すすすす
子
育
て
いい
いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

登
別
地
区
を
バ
ス
遠
足
し
ま

す
定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

申 

し
込
み　

１
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

対
象　

親
子

内 

容　

体
を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
寒

い
冬
を
楽
し
み
ま
す

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
人
100
円

持 
ち
物　

動
き
や
す
い
防
寒
着
・
靴
、

飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え
、
コ
ッ

プ
、
箸
ま
た
は
ス
プ
ー
ン

申 

し
込
み　

１
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日 

時　

１
月
21
日
㈬
10
時
〜
12
時
30

分
集
合
場
所　

亀
田
記
念
公
園
駐
車
場

日 

時　

１
月
31
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

内 

容　

大
人
の
雪
遊
び
、
子
ど
も
と

遊
ぶ
と
き
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

200
円

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

コ
ッ
プ

日 

時　

１
月
31
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

日
時　

１
月
30
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所　

亀
田
記
念
公
園

対 

象　

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を

支
援
し
て
い
る
指
導
者
の
方

内 

容　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
方
法
を
学
び
ま
す

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み　

１
月
29
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4 カ月児健康診査

（平成26年 9 月16日～ 　　
 平成26年10月15日生まれ）

2月19日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手

帳、バスタ
オル、替え
オムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成26年 4 月生まれ）

2月13日㈮
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成25年 7 月生まれ）

2月25日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手
帳3 歳児健康診査

（平成24年 1 月生まれ）
2月 5日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

2月27日㈮
9時20分～
10時　　　

発育・発達・育児・
栄養などの相談

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

20 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



① 

妊
婦
体
操
、
妊
娠
期
の
食
生
活
の

話
、
他
の
妊
婦
の
方
・
先
輩
マ
マ

と
の
交
流
な
ど

② 

沐も
く

浴よ
く

、
お
む
つ
交
換
の
実
習
、
パ

パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

場
所　

し
ん
た
21

対
象
・
定
員　

①
妊
婦
の
方
の
み
・
20
人

②
妊
婦
の
方
と
そ
の
家
族
・
20
組

※
①
・
②
と
も
に
申
し
込
み
順

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

（
し
ん
た
21
内
・
☎
85
0
1
0
0
）

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

登
別
保
育
所

• 

2
月
5
日
㈭
・
富
士
保
育
所
、
栄

町
保
育
所
、
鷲
別
保
育
所

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
30
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

保
育
所
の
児
童
と
一
緒
に
遊

べ
る
よ
う
に
、
地
域
の
子
育
て
家

庭
を
対
象
に
保
育
所
を
開
放
し
ま

す
持 

ち
物　

上
靴
（
子
ど
も
、
保
護
者

と
も
）
、
着
替
え

※
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ら
3
月
10
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

（
全
7
回
）
・
１
歳
6
カ
月
か
ら

2
歳
5
カ
月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

• 

3
歳
児
グ
ル
ー
プ　

１
月
29
日
か

ら
3
月
12
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

（
全
7
回
）
・
3
歳
6
カ
月
か
ら

就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
11
時

30
分
ま
で
。

場
所　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内 

容　

手
遊
び
、
絵
本
、
リ
ト
ミ
ッ

ク
、
制
作
、
雪
遊
び
な
ど

定
員　

各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

１
月
13
日
㈫
か
ら
16
日

㈮
ま
で
の
9
時
か
ら
17
時
に
登
別

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
80
2

7
7
2
）

日
時
・
対
象

• 

１
歳
児
グ
ル
ー
プ　

１
月
27
日
か

日
時
・
場
所

• 

１
月
14
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

• 

１
月
21
日
㈬
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

な
す

• 

１
月
28
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

ま
で
。

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ

合
う
場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と

し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会

場
に
伺
い
ま
す

持 

ち
物　

上
靴
（
子
ど
も
、
保
護
者

と
も
）

※ 

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

日
時
・
場
所

• 

2
月
4
日
㈬
・
幌
別
東
保
育
所
、

日
時

① 

2
月
20
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
② 

2
月
28
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
内
容

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
あ
そ

び
の
広
場
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

『
移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』

 

を
開
設
し
ま
す

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

※ 入所希望者が定員を超えた場合は、公正な選考により
入所を決定します。
▶ 入所対象　保護者の仕事、病気、出産（予定日の前後
8週間に限定）、家族の介護、求職活動などにより、
日中に子どもの保育が困難な家庭
▶ 入所可能年齢　入所時点で、満 6カ月以上から平成22
年 4 月１日生まれまでの小学校入学前の児童

▶保育内容
開 所日　月曜日～土曜日（祝日、12月31日から 1月 5日
までの期間を除く）
保 育時間　 7時15分～18時15分（19時15分までの 1時間
の延長保育あり）
休 日保育　保護者が日曜日・祝日に勤務する場合は、富
士保育所で保育を実施します
申 し込み方法　 1 月 9 日㈮から22日㈭まで、子育てグ
ループまたは各保育所で申込書の配布と受け付けを行
います。各支所では申込書の配布のみ行います

問い合わせ　子育てグループ（☎85５６３４）

平成27年度の平成27年度の
保育所入所児童を募集します保育所入所児童を募集します
保育所名 所在地 電話番号 定員

富士保育所 富士町 7丁目 2－１ 85２５５７ 120人

鷲別保育所 鷲別町 4丁目36－18 86７２５４ 120人

栄町保育所 栄町 2丁目 6－１ 86９５１５ 120人

幌別東保育所 幌別町 8丁目17 88０１５１ 120人

登別保育所 登別本町 2丁目25－ 9 80１１３３  60人

21 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき



健
　
　
康

い
き
い
き

問 

い
合
わ
せ　

登
別
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
88
0
8
6
0
）

日 

時　

１
月
27
日
㈫
10
時
〜
11
時
30

分
場
所　

し
ん
た
21

対 

象　

6
カ
月
か
ら
9
カ
月
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料　

200
円

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
申 

し
込
み　

１
月
23
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
85

0
1
0
0
）

日 

時　

毎
月
第
１
月
曜
日
、
第
3
金

曜
日
10
時
〜
12
時

場
所　

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す

対 

象　

0
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
で
の
自

由
遊
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※ 
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

１
月
22
日
㈭
10
時
〜
12
時

場
所　

し
ん
た
21

対 

象　

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者

内 

容　

布
で
簡
単
に
で
き
る
ミ
ニ
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
を
作
り
ま
す

定
員　

10
組
（
申
し
込
み
順
）

※
託
児
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申 

し
込
み　

１
月
13
日
㈫
か
ら
16
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

日 

時　

１
月
15
日
㈭
13
時
30
分
〜
15

時
場
所　

市
民
会
館

内 

容　

『
高
血
圧
』
と
言
わ
れ
た
あ

な
た
へ

申
し
込
み　

三
愛
病
院

 

（
☎
83
１
１
１
１
）

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン

 

『
と
〜
ま
す
』

手
作
り
講
座

 

『
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
小
物
』

第
4
回
市
民
公
開
講
座

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

1 月 1 日㈭
9時～11時

林歯科医院 （☎46２２２４）
室蘭市高砂町１丁目51－18
えばた歯科医院 （☎88０８０９）
登別市新川町 4丁目15－10
なかむら歯科医院 （☎０１４２㉓２８２２）
伊達市長和町467－ 1

1 月 2 日㈮
9時～11時

福田歯科 （☎45６１０６）
室蘭市輪西町 2丁目 3－ 5
かただ歯科医院 （☎83１２７０）
登別市登別東町 2丁目27－ 1
はたけやま歯科クリニック （☎０１４２㉑５５３３）
伊達市竹原町36－ 5

1 月 3 日㈯
9時～11時

太平洋歯科医院 （☎59６４６４）
室蘭市白鳥台 5丁目 1－ 2
くどう歯科クリニック （☎86００４８）
登別市富岸町 2丁目11－ 3
なお歯科 （☎０１４２㉒１１１７）
伊達市弄月町241－ 3

1 月 4 日㈰
9時～11時

松田歯科医院 （☎46６４８０）
室蘭市日の出町 1丁目24－25
さとう歯科・小児歯科 （☎86１４１４）
登別市新生町 2丁目14－ 1

1 月11日㈰
9時～11時

水野歯科医院 （☎44４５００）
室蘭市東町 2丁目19－14

1 月12日㈪
9時～11時

八丁平歯科医院 （☎46１１８２）
室蘭市八丁平 2丁目27－16

1 月18日㈰
9時～11時

サイトウ歯科医院 （☎43６６８６）
室蘭市日の出町 2丁目16－11

1 月25日㈰
9時～11時

柴田歯科高砂デンタルオフィス （☎45８４８４）
室蘭市高砂町 3丁目 9－20

1 月の歯科救急医療

22 すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



１
月
号

む
し

②
13
時
・
に
ん
じ
ん

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

内 

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し

て
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、

子
ど
も
の
心
の
発
達
を
学
び
ま
す
。

講
習
後
に
昼
食
場
所
の
用
意
が
あ

り
ま
す
（
昼
食
は
持
参
）

定
員　

10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装

申 

し
込
み　

１
月
7
日
㈬
か
ら
27
日

㈫
ま
で
に
市
立
図
書
館
（
☎
85
4

3
2
4
）

日 

時　

１
月
28
日
㈬
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

市
立
図
書
館

※
授
乳
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

お
母
さ
ん
と
そ
の
子
ど
も

日 

時　

１
月
21
日
㈬
・
2
月
4
日
㈬

10
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対
象　

乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

１
月
24
日
㈯
13
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

１
月
31
日
㈯
15
時

場
所　

市
立
図
書
館

内 

容　

職
員
が
館
内
を
案
内
す
る
ほ

か
、
利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
た
上
手
な
検
索
の
仕
方
な
ど

を
紹
介
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

１
月
17
日
㈯
13
時
30
分

場
所　

市
立
図
書
館

対 

象　

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時
・
内
容　

１
月
10
日
㈯

① 

10
時
30
分
・
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

は
ら
ぺ
こ
あ
お

マ
マ
さ
ん
の
た
め
の
え
ほ
ん
講
座

『
マ
マ
、
も
う
１
回
、
読
ん
で
』

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

図
書
館
ツ
ア
ー
と

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

〜
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
〜

映
画
会

　鬼や福の神に変装した『元
げん

鬼
き

ふりまき隊（豆まき隊）』が、市内を練り歩き、無病息災・家内
安全・商売繁盛を祈願します。

① 『元鬼ふりまき隊』の
訪問を希望する家庭や
施設（ 1月13日㈫から
16日㈮までに申し込み）

② 『元鬼ふりまき隊』や
各会場のお手伝いをし
てくれる、ボランティ
アスタッフ（ 1月16日
㈮までに申し込み）

2015年　鬼まつり　1月24日㈯

※ 登別温泉地区は、登別温泉湯まつりに合わ
せ、 2月 3日㈫に行います。

元鬼ふりまき隊練り歩き 10時～21時

　温かい飲み物の無料配布も行います。
場所　らいば公園、若草中央公園
問い合わせ　ＮＰＯ法人ライフサポート
 （☎87 2 0 0 2 ）

アイスキャンドル点灯式・
こども花火大会 17時～　　

場 所　婦人センター、らいば公園、鷲別公民
館
内 容　餅つき、餅・豆まき、ゲーム大会、抽
選会、子ども遊び広場など

各地区イベント 13時～　　

募集します

申し込み・問い合わせ
同実行委員会
（登別商工会議所内・☎85 4 1 1 1 ）

　

１
月
11
日
㈰
・
12
日
㈪
は
、
水
泳

大
会
開
催
の
た
め
、
全
館
終
日
休
館

し
ま
す
。
プ
ー
ル
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
プ
ー
ル

 

（
☎
85
5
5
8
8
）

市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

休
館
情
報
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



対 

象　

リ
フ
ト
に
乗
れ
る
小
学
生
以

上
の
方

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参 

加
料　

１
万
7
千
500
円
（
小
・
中

学
生
１
万
2
千
500
円
）

申 

し
込
み　

同
連
盟
事
務
局
・
佐
藤

さ
ん
（
☎
090

－

1
5
2
7

－

8
3

2
6
）

キ
ン
グ
、
冬
休
み
工
作
体
験
、
元

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教

室
、
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
大
抽
選
会
な
ど

参 

加
料　

100
円
（
保
険
料
・
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
参
加
費
を
含
む
）

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
83
6
8
6
6
）

か
な
を
作
り
ま
す

定
員　

6
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
千
500
円

申 

し
込
み　

１
月
15
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

参
加
料　

500
円

持 

ち
物　

温
か
い
服
装
、
ス
ケ
ー
ト

靴
（
無
料
の
貸
し
靴
も
あ
り
ま
す
）

申 

し
込
み　

１
月
7
日
㈬
か
ら
14
日

㈬
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）
・
青
葉

小
学
校
の
児
童
は
学
校
を
通
し
て

申
し
込
み

日
時　

１
月
10
日
㈯
10
時

場
所　

総
合
体
育
館

内 

容　

巨
大
書
き
初
め
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
発
表
会
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

日 

時　

１
月
11
日
〜
2
月
8
日
の
毎

週
日
曜
日
（
全
5
回
）
10
時
〜
15

時
場 

所　

カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場

対 

象　

リ
フ
ト
に
乗
れ
る
小
学
生
以

上
の
方

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参 

加
料　

１
万
7
千
500
円
（
小
・
中

学
生
１
万
2
千
500
円
）

申 
し
込
み　

同
連
盟
事
務
局
・
佐
藤

さ
ん
（
☎
090

－

1
5
2
7

－

8
3

2
6
）

日 
時　

１
月
10
日
〜
2
月
7
日
の
毎

週
土
曜
日
（
全
5
回
）
10
時
〜
15

時
場 

所　

カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場

日
時　

2
月
１
日
㈰
〜
3
月
3
日
㈫

場
所　

郷
土
資
料
館

内 

容　

明
治
、
大
正
、
昭
和
時
代
の

ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す

入
館
料　

190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

問
い
合
わ
せ　

郷
土
資
料
館

 

（
☎
88
1
3
3
9
）

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
１
月

30
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日 

時　

１
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
9
時

〜
11
時
（
受
け
付
け
は
9
時
ま
で
）

場
所　

青
葉
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対
象　

小
学
１
・
2
年
生

定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
）

日
時　

１
月
17
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所　

と
も
か
な

対
象　

男
性

内 
容　

料
理
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、

夕
食
の
お
か
ず
を
１
品
と
酒
の
さ

第
3
回
お
に
ス
ポ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

日
曜
サ
ン
デ
ー
教
室

〜
登
別
ス
キ
ー
連
盟
〜

土
曜
サ
タ
デ
ー
教
室

〜
登
別
ス
キ
ー
連
盟
〜

郷
土
資
料
館
企
画
展

『
お
ひ
な
様
人
形
展
』

市
立
図
書
館
休
館
情
報

初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室

男
の
料
理
教
室

内 容　①創作、②評論、③郷土史、④自分史、
⑤児童文学、⑥紀行文、⑦随筆、⑧詩、⑨短
歌、⑩俳句、⑪川柳、⑫その他
作品規定　400字詰めの原稿用紙で提出
※ ①～⑤は30枚以内、⑥は20枚以内、⑦は 5枚
以内、⑧は 2枚以内、⑨～⑪は１人 5首（句）
以内とします。
※ 原稿をパソコンなどで作成する場合は、ＵＳ
Ｂメモリーなどを添えてください。
※ 応募は１人 2作品まで（うち１作品は⑧詩、
⑨短歌、⑩俳句、⑪川柳に限ります）。
※ 出品者には、①～⑥は 5冊、⑦は 2冊、⑧～
⑪は１冊の発行物を購入していただきます。
※原稿は審査することがあります。
申 し込み方法　 3月31日㈫までに郵送で登別市
文化協会市民文芸係（〒059－0012　中央町
5丁目21－12　青少年会館内）

発行予定日　 7月31日㈮
問い合わせ　同協会・小林さん（☎83 2 1 9 4 ）

対象　中学生以下の方
作 品規定　小画仙紙 2分の１（縦67.5㌢㍍×横
35㌢㍍）に縦書き

※ 作品の表に毛筆で学年と名前を、裏の左下に
は鉛筆で住所・名前・学校（幼稚園）名・学
年を記入してください。

課 題　とし・たけ（幼児）、もち・ゆめ（小学
１・ 2年生）、正月・文化・平和（小学 3・
4年生）、活気・大地・天光（小学 5・ 6年
生）、希望・和気・松風（中学生）

※ １人１点・小学生以下は楷書で提出してくだ
さい。

申 し込み方法　１月23日㈮までに文化・スポー
ツ振興財団に持参（小・中学生は各学校に提
出）

展 示日時・場所　 2月 6日㈮～ 8日㈰10時～17
時（ 8日は16時まで）・市民会館

※ 7日㈯13時から表彰式を行います。
問い合わせ　同財団（☎88 1 1 1 6 ）

文芸のぼりべつ３４号原稿募集

第45回小中学生書初め展 作品募集
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



時
30
分
〜
20
時

場
所　

市
民
会
館

対 

象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

る
18
歳
以
上
の
方

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

2
千
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申 

し
込
み　

１
月
6
日
㈫
か
ら
15
日

㈭
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

（
☎
85
2
7
2
3
）

問
い
合
わ
せ　

同
連
盟

 

（
☎
88
1
2
5
3
）

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

3
千
500
円

持 

ち
物　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
用
具
一
式
、

昼
食

申 

し
込
み　

１
月
7
日
㈬
か
ら
20
日

㈫
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

ひょっとこ踊り『登別愛好会』

大東流合氣柔術幸道会登別支部

　ひょっとこ踊りを一緒に楽しみ、心
身の健康を維持しませんか。
▶ 活動日時　毎月第１・ 3・ 4水曜日
13時～16時

▶場所　市民活動センター（のぼりん）
▶会費　月額2,000円
▶申し込み　堀尾さん（☎85 7 4 5 0 ）

　体と心を鍛える護身術です。子ども
や初めての方も安心して始められます。
▶ 活動日時　毎週火・木曜日18時30分
～20時30分、日曜日10時～12時

▶場所　登別公民館
▶費用　月額1,500円
▶申し込み　松本さん（☎83 2 0 1 2 ）

会 員 募 集

日
時　

１
月
23
日
㈮
13
時
30
分

場
所　

婦
人
セ
ン
タ
ー

内 

容　

温
泉
熱
を
利
用
し
た
植
物
栽

培
な
ど
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
講
演
、
平
成

26
年
12
月
に
北
海
道
経
済
産
業
局

『
北
国
の
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
大
賞
』

を
受
賞
し
た
市
内
企
業
な
ど
の
取

り
組
み
事
例
の
紹
介

問
い
合
わ
せ　

商
工
労
政
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
7
1
）

日 

時　

１
月
18
日
㈰
11
時
（
10
時
か

ら
受
け
付
け
）

場
所　

富
士
会
館

内 

容　

ハ
ン
デ
ィ
戦
（
4
段
以
上
と

3
段
以
下
で
ク
ラ
ス
分
け
）

参 

加
料　

１
千
円
（
登
別
棋
道
連
盟

会
員
は
500
円
）

持
ち
物　

昼
食

日
時　

１
月
26
日
㈪
10
時
〜
13
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

サ
ラ
ダ
寿
司
、
ラ
イ
ス
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
5
品
を
作
り
ま
す

定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

500
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申 

し
込
み　

１
月
22
日
㈭
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
85
8
3
0
7
）

日 

時　

3
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮
、
9

日
㈪
〜
13
日
㈮

場 

所　

カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場

定
員　

各
日
5
人
（
申
し
込
み
順
）

※ 

当
日
、
会
場
で
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

同
ス
キ
ー
場

 

（
☎
84
2
8
7
2
）

日
時　

１
月
30
日
㈮
11
時
〜
13
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

学
校
給
食
試
食
会
（
登
別
牛

を
使
用
し
た
牛
丼
）
、
食
育
相
談
、

手
洗
い
指
導
な
ど

定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

322
円

※ 

学
校
給
食
試
食
会
を
除
き
参
加
料

は
無
料
で
、
参
加
の
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

申 

し
込
み　

１
月
6
日
㈫
か
ら
13
日

㈫
ま
で
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

日
時　

2
月
7
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所　

郷
土
資
料
館

内 
容　

古
く
か
ら
伝
わ
る
ひ
な
人
形

を
つ
く
り
ま
す

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　

１
セ
ッ
ト
300
円

申 

し
込
み　

１
月
10
日
㈯
か
ら
31
日

㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
88
1

3
3
9
）

日 

時　

2
月
2
日
か
ら
19
日
ま
で
の

毎
週
月
・
木
曜
日
（
全
6
回
）
18

日 

時　

2
月
7
日
㈯
・
14
日
㈯
・
21

日
㈯
（
全
3
回
）
10
時
〜
14
時
30

分
場 
所　

カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場

対 
象　

リ
フ
ト
に
乗
れ
る
小
学
生
以

上
の
方

西
い
ぶ
り
圏
域
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

第
36
回
新
春
登
別
市
長
杯
争
奪

囲
碁
大
会

第
3
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

道
産
米
を
使
っ
て
の
料
理
講
習
会

カ
ル
ル
ス
温
泉

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

無
料
レ
ッ
ス
ン

第
5
回
の
ぼ
り
べ
つ
し
学
校
給
食
展

お
雛
様
人
形
づ
く
り
教
室

初
心
者
英
会
話
教
室

初
心
者
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

日時　１月 7日㈬　10時～
場所　市民会館
内容　消防職員と消防団員による
　分列行進、永年勤続表彰など
※ ことしは、西胆振鳶

とび

土木工事業連合組合の皆さんによる『木
やり歌』や『はしご乗り』などは、都合により中止します。
問い合わせ　消防本部総務グループ（☎85 9 6 1 1 ）

平成27年登別市消防出初式
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市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

日時　１月24日㈯10時～12時
対象　小学生以上の方
内容　講師による対局指導を行います
定員　20人（申し込み順）
申し込み　１月21日㈬までに市民活動センター
　 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　１月27日㈫10時～12時
内 容　東北・西国からの移民
　―激動する明治時代へ―
定員　20人（申し込み順）
持ち物　ノート、筆記用具
申し込み　１月23日㈮までに市民活動センター
　 （☎83 6 8 6 6 ）

日時　１月17日㈯14時～16時
内 容　日本人の心のふるさと、江差追分のうたい
方を一言ずつ、やさしく指導します
定員　20人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
申し込み　１月14日㈬までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

　検索やインターネットの操作などについて疑問
を一緒に解決しましょう。
日時　１月21日㈬13時～15時
内容　インターネット閲覧ツールの活用について
問い合わせ　サークルメロウネット・渡邊さん
 （☎87 1 8 6 4 ）

日時　１月20日㈫10時～12時
内容　やさしい曲から練習します
定員　 5人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
申し込み　１月16日㈮までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

　市民活動の次世代の担い手となり地域に貢献す
る人材を育成します。
日時　１月27日㈫18時30分～20時30分
内 容　西

にし

尾
お

拓
たく

也
や

さん（のぼりべつ元
げん

鬼
き

協議会会長）
による講演『異業種交流でまちを元鬼に！』、
グループワーク

定員　30人（申し込み順）
申し込み　１月23日㈮までに市民活動センター
 （☎83 6 8 6 6 ）

のぼりん文化講座 のぼりんイベント

その他

囲碁教室

登別歴史散歩
第 5回（全 5回開催）

江差追分道場

パソコン無料相談会

大正琴無料体験教室

市民活動養成講習会

日
時
・
内
容　

① 

2
月
14
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
・
開
拓
使
文
書
な
ど
に
つ
い
て

の
道
立
文
書
館
職
員
に
よ
る
講
演

② 

2
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時
・
古
文

書
の
解
読
練
習

③ 

2
月
28
日
㈯
10
時
〜
12
時
・
古
文

書
の
解
読
練
習

④ 

3
月
7
日
㈯
10
時
〜
12
時
・
②
、

③
で
解
読
し
た
古
文
書
の
原
資
料

の
観
察

場 

所　

市
民
会
館
大
会
議
室
（
④
の

み
郷
土
資
料
館
）

定 

員　

50
人
（
申
し
込
み
順
、
④
の

み
20
人
）

申 

し
込
み　

１
月
13
日
㈫
か
ら
2
月

20
日
㈮
ま
で
（
①
の
み
１
月
13
日

㈫
か
ら
2
月
13
日
㈮
ま
で
）
に
社

会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
2
9
）

古
文
書
教
室

日
時　

3
月
4
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所　

市
民
会
館

内
容　

朗
読
の
基
礎
を
学
び
ま
す

持
ち
物　

筆
記
用
具

申 

し
込
み　

2
月
25
日
㈬
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
2

0
8
0
）

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習

▲江差追分道場

▼囲碁教室
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こうに遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎85 2 5 6 9

ほかにもいろいろなプログラムを企画しています。詳しくはふぉれすと鉱山に問い合わせください。

日時　１月10日㈯～12日㈪
内 容　冬の鉱山の自然の中で体を動かすプログラ
ム、屋内で木工などを行うものづくりプログラ
ム、ダッチオーブン料理のコンテスト、足湯
ブースなど
参加料　プログラムによって異なります。
持 ち物　野外で活動できる服装、防寒着、マフ
ラー、手袋、帽子

日時　１月22日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
内容　野生動物に注目して、冬の森を歩きます
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着、防寒具
申し込み　１月21日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　１月24日㈯10時～25日㈰12時
対象　小学 4年生～中学３年生の方
内容　雪上のテントに泊まり雪遊びを楽しみます
定員　15人（申し込み順）
参加料　2,500円
持 ち物　雪遊びができる服装・靴、防寒着、防寒
具、帽子、着替え、寝袋

申し込み　１月21日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　１月24日㈯10時～15時
対象　18歳以上の方
内容　スノーシューを履いて三段の滝を訪ねます
定員　10人（申し込み順）
参 加費　3,000円（スノーシューを持参の方は
2,000円）

持 ち物　野外で活動しやすい服装、防寒具、防寒
靴、帽子、飲み物、昼食

申し込み　１月21日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　１月30日㈮10時～15時
対象　18歳以上の方
内容　歩くスキーでロングトレイルに挑戦します
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　中学生以上の方
申し込み　１月29日㈭までにふぉれすと鉱山

日時　１月22日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持 ち物　野外で活動できる動きやすい服装、防寒
着、防寒具、飲み物

申し込み　１月21日㈬までにふぉれすと鉱山

日時　１月20日㈫10時～12時
対 象　 4歳以上の方（小学 4年生以下は保護者同
伴）
内容　動物たちの痕跡を探し、生態を調査します
参加料　100円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着、防寒具
申し込み　１月17日㈯までにふぉれすと鉱山

日時　１月15日㈭・16日㈮10時～12時30分
対象　 4歳～小学 4年生の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　1,600円
持ち物　スキー用具一式、着替え、昼食、タオル
申し込み　１月11日㈰までにふぉれすと鉱山

冬休みスペシャルウィーク
心に火をともす冬・鉱山

ガイドウォーク　w
ウ イ ン タ ー ウ オ ー ク

interwalk

冬

三段の滝スノーシューハイク

歩くスキー遠足①ちょこっと歩くスキー①

FKR’14動物足跡調査（アニマルトラッキング）

森のゲレンデスキー入門
コーザン子どもスキー教室

◎ 

新
設
学
科
始
動

　

平
成
27
年
4
月
に
、
『
公
務
員

１
年
制
学
科
』
を
開
設
し
ま
す
。

同
学
科
で
は
、
面
接
練
習
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
利
用
し
た
短
期
集

中
学
習
で
、
１
年
で
の
公
務
員
試

験
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

　

12
月
13
日
か
ら
、
同
学
科
の
入

学
予
定
者
向
け
の
入
学
前
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。

1
月
の
体
験
入
学

• 

17
日
㈯
・
31
日
㈯

　

11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※１月6日㈫までは、年末年始のため休みます。
※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）
●座卓用藤テーブル（直径88㌢㍍・ガラス張り）●日本人形（高さ50
㌢㍍、高さ40㌢㍍）ガラスケース入り各１体●ジューサー●飯寿司用
樽（直径36㌢㍍・高さ25㌢㍍）●スチール製米びつ付きレンジ台（120
×55×43.5㌢㍍）●鏡台（引き出し付き・110×65×35㌢㍍）●テレ
ビ台（50×41×115㌢㍍）、（灰色・100×42×40㌢㍍）●スチール製
脚立（23×47×88㌢㍍）●学生用革靴（28㌢㍍）●布製陸上競技用靴
（26.5㌢㍍）●電子ピアノ●カメラ（フラッシュ付き）●大正琴●革
靴（黒色・24.5㌢㍍・ 3足）、（黒色・26.5㌢㍍）、（茶色・26.5㌢
㍍）●囲碁セット●スピーカー（39×27×26㌢㍍）●ウオーキングシ
ューズ（茶色・26.5㌢㍍）●円筒用はしご（取り付けセット・184㌢
㍍）●車のチェーン（65～13㌢㍍）●ムード音楽レコード（12枚セッ
ト）●グレンミラーレコード（ 1枚）●壁かけ鏡（だ円形・80×50㌢
㍍）●ゴルフセット（男子用）●婦人用自転車●地球儀（直径32～33
㌢㍍）●健康器具（室内自転車）●健康ぶら下がり器●スチール製ス
トーブガード（87×62×65㌢㍍）●ポータブル石油ストーブ（SL－
66Ｇ）

ゆずってください（買います）
●クラシック音楽オルゴール●キーボード●バイオリン（デッサン用）
●男子用靴（黒、21・22㌢㍍）●男子用ワイシャツとネクタイ（身長
120㌢㍍）●婦人用自転車（26㌅）●鉄瓶●灯油タンク（50㍑入）
●白菊幼稚園制服（男子用ズボン120㌢㍍）、（冬用ブレザー）●切
手アルバム●海星高校女子制服

ナオミとカナコ

マララ

奥
おく

田
だ

　英
ひで

朗
お

 著

マララ・ユスフザイ 著

　望まない職場で憂鬱な日々を
送る直美。夫の暴力に耐える加
奈子。追いつめられた 2人が下
した選択とは。前代未聞の殺人
劇が、今、動き始める…。

　女の子も学校に通う権利があ
ると声をあげ続け、史上最年少
でノーベル平和賞を受賞した少
女マララの手記。貴重な写真も
掲載する。

◇中村修二劇場 日
にっ

経
けい

B
びー

P
ぴー

社
しゃ

特
とく

別
べつ

編
へん

集
しゅう

班
はん

 編
◇陰陽師　螢火ノ巻 夢

ゆめ

枕
まくら

　　獏
ばく

 著
◇インデックス 誉

ほん

田
だ

　哲
てつ

也
や

 著

◇ピンクがとんだ日 村
むら

上
かみ

　康
やす

成
なり

 作・絵
◇いかだにのって とよた かずひこ 作・絵
◇日本にしかいない生き物図鑑 今

いま

泉
いずみ

　忠
ただ

明
あき

 監修

太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、

市
内
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
が
進
む
中
、
全
国
で
太
陽
光

発
電
事
業
を
展
開
す
る
㈱
大
林
ク

リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
に
よ
り
、
平
成

25
年
10
月
か
ら
、
市
内
初
と
な
る

太
陽
光
発
電
所
が
札
内
町
で
稼
働

し
て
い
ま
す
。

6
・
1
㌶
の
敷
地
に
発
電
パ
ネ

ル
8
千
592
枚
を
設
置
し
、
戸
建
て

住
宅
560
戸
の
年
間
使
用
量
に
相
当

す
る
発
電
が
可
能
で
す
。

「
予
想
以
上
に
雨
が
多
く
、
排

水
設
備
の
維
持
で
苦
労
し
て
い
ま

す
が
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
の

発
電
量
で
す
」
と
話
す
の
は
、
所

長
の
古ふ

る

川か
わ

さ
ん
。
発
電
さ
れ
た
電

気
は
電
力
会
社
に
売
ら
れ
、
電
気

の
安
定
供
給
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

隣
接
す
る
日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
に
設
置
さ
れ
た
表
示
板

に
は
発
電
情
報
が
示
さ
れ
、
環
境

授
業
や
見
学
会
な
ど
地
域
の
環
境

学
習
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
太
陽
光
は
永
続
的
に
利
用
で

き
、
発
電
時
に
地
球
温
暖
化
の
主

原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
ほ
と

ん
ど
排
出
し
ま
せ
ん
。
太
陽
光
は
、

ま
さ
に
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
発
電
量

を
誇
る
太
陽
光
発
電
の
先
進
国
で

す
。
優
れ
た
技
術
力
を
生
か
し
、

今
後
も
安
全
・
安
心
な
電
気
を
つ

く
り
ま
す
」
と
、
古
川
さ
ん
は
力

強
く
語
り
ま
す
。

【沿革】
平成24年 7 月　創業
平成24年10月　株式会社大林クリーンエナジ

ー登別事業所設立
【株式会社大林クリーンエナジー登別事業所】
所 在 地　新川町 2丁目 5－１
電話番号　85２０２２
事業内容　自然エネルギーを活用した発電事

業

企業編㉑　㈱大林クリーンエナジー
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

明
る
さ
を
増
し
た
防
犯
灯

災
害
に
強
い
地
域
を
目
指
し
て

　

町
内
会
30
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
町
内
会
の
防
犯
灯
（
街
路

灯
）
全
79
基
を
、
市
防
犯
灯
設
置
事

業
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
ま
し
た
。

　

光
が
照
ら
す
範
囲
が
拡
大
し
た
こ

と
で
、
町
内
会
全
体
が
以
前
よ
り
明

る
く
な
り
、
防
犯
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
料
金
は
、
昨
年
の
同

月
よ
り
も
削
減
で
き
、
今
後
の
節
電

効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
和
会
は
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

市
消
防
署
職
員
か
ら
ビ
デ
オ
に
よ
る

火
災
予
防
の
講
話
を
受
け
た
後
、
消

火
器
で
の
消
火
訓
練
や
災
害
時
用
ト

イ
レ
の
テ
ン
ト
組
み
立
て
訓
練
、
携

帯
コ
ン
ロ
用
ボ
ン
ベ
で
稼
働
す
る
発

電
機
の
試
運
転
を
行
い
ま
し
た
。

　

数
日
後
に
は
、
富
士
会
館
で
火
災

や
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
想
定
で
、

会
館
利
用
者
全
員
で
避
難
訓
練
も
実

施
し
ま
し
た
。

新
生
町
2
丁
目
町
会

 

会
長　

渡わ
た

辺な
べ　

憲の
り

彦ひ
こ　

　

新
和
会

 

会
長　

島し
ま

田だ　

幸こ
う

一い
ち　

　

ま
ち
づ
く
り
の
思
い
を
込
め
て

市
連
町
創
立
30
周
年
『
記
念
植
樹
』

津
波
避
難
計
画
を
策
定

　

市
連
合
町
内
会
（
94
町
内
会
）
の

創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
、
鉄
南
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
前
庭
に
、
高
さ

2
㍍
の
『
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
』
の
苗
木
6

本
を
植
え
、
今
後
の
組
織
の
発
展
を

願
い
ま
し
た
。

　

こ
と
し
の
6
月
ご
ろ
に
は
、
白
と

ピ
ン
ク
の
花
を
付
け
た
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

が
咲
き
ま
す
。

　

ま
た
、
2
月
に
市
民
会
館
で
記
念

式
典
・
祝
賀
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

青
葉
地
区
連
合
町
内
会
（
10
町
内

会
）
は
、
市
と
協
働
で
、
防
災
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
津

波
警
報
発
表
時
を
想
定
し
、
各
町
内

会
の
避
難
場
所
ま
で
実
際
に
歩
き
、

危
険
箇
所
な
ど
を
地
図
へ
落
と
し
込

み
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
防
災
研
修
会
の
結
果

を
集
約
し
て
、
青
葉
地
区
の
『
津
波

避
難
計
画
』
を
策
定
し
、
各
家
庭
に

配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
連
合
町
内
会

 

会
長　

山や
ま

田だ　

正ま
さ

幸ゆ
き　

　

青
葉
地
区
連
合
町
内
会

 

会
長　

田た

渕ぶ
ち　

純す
み

勝か
つ　
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第44回 登別温泉湯まつり
２月３日㈫・４日㈬

問い合わせ　登別観光協会（☎84３３１１）

　登別温泉の豊富な湯量と優れた泉質に感謝し、
開運と無病息災を祈る冬の祭りです。節分に合わ
せ、エンマ大王の使者である『湯鬼神』が温泉街
を練り歩き、皆さんの厄を払います。
　4日㈬には、下帯姿の若者約100人が厳寒の中
で湯をかけ合う、勇壮な『源泉湯かけ合戦』を開
催します。

▶場所　登別温泉町・カルルス町
▶内容　厄払い湯鬼神群舞、子宝もちつき舞、湯
鬼神かぐら披露、甘酒とおしるこの振る舞い、
源泉湯かけ合戦（4日のみ）など
※詳しくは問い合わせください。

ゆ　 き　じん

　初打ちとは、刀工などの職人が１
年の仕事の安全を祈願し仕事場を清
める伝統儀式です。
　砂鉄を原料として造られ、日本刀
の材料として使われる玉

たま

鋼
はがね

を真っ赤
に焼き、鎚

つち

で打って鍛えます。
　自由にご覧いただけますので、ぜ
ひ、お立ち寄りください。
▶日時　１月11日㈰10時～
▶場所　黎明観刀鍛冶工房
※詳しくは問い合わせください。
▶問い合わせ　伊達観光物産公社
 （☎ 0 1 4 2 ㉕ 5 5 6 7 ）

手ぶらでワカサギ釣り体験 刀鍛冶伝統行事『初打ち』

▶ 日時　１月 6日㈫～ 3月15日㈰早
朝～日没（管理人 8時～16時駐在）
※氷の状態により日時の変更あり。
▶ 場所・費用　ポロト湖・当日券
500円（小学生以下200円）
※通年券あり。
※ 氷の穴あけ道具は無料で貸し出し
ます。
※詳しくは問い合わせください。
▶ 問い合わせ　ポロトの森インフォ
メーションセンター（☎ 0 1 4 4
82 6 7 5 5 ）、白老観光協会（☎
0 1 4 4 82 2 2 1 6 ）

冬休み科学館祭

　日替わりで、工作教室や実験教室
を開催します。各教室の整理券は、
当日10時から配布します。一部、教
材費が必要な教室もあります。
▶ 日時・場所　1月10日㈯～12日㈪
10時～16時・室蘭市青少年科学館
▶ 入館料　300円（高校生100円、中
学生以下と70歳以上は無料）
▶ プラネタリウム入場料　140円
（高校生50円、中学生以下40円、
幼児は無料）
▶問い合わせ　室蘭市青少年科学館
 （☎㉒ 1 0 5 8 ）


